
第１　はじめに

　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）は，イ

ンドネシア最高裁判所ほか２機関1 を実施機関と

して，知的財産保護制度の強化及び知的財産法令

を中心とした法的整合性を確保するための手続整

備を目的とする「ビジネス環境改善のための知的

財産権保護・法的整合性向上プロジェクト」を平

成 27 年 12 月から開始した2。

　本プロジェクト中，インドネシア最高裁判所を

実施機関とする活動としては，知的財産事件の処

理の予見性の向上が成果目標とされるところ，主

に同事件に関し，裁判官の研修カリキュラム・教

材の作成，判決公開・判例集の作成，侵害行為に

対する仮の処分に関する手続（侵害品の水際取締

りを含む。）の検討・改善等を予定している。プ

ロジェクトが開始して間もない現段階では，これ

らの事項等に関し，インドネシアの実情について

更なる情報収集をするとともに，日本の司法制度

を前提とした知見を提供する必要がある。

　そこで，研修員からの発表等の機会を通じて上

記事項に関するインドネシアの実情を日本側が把

握するとともに，講義や訪問先における概要説明

や意見交換等を通じて日本の実情をインドネシア

側に伝え，それらの成果を今後の活動に反映させ

ることなどを目的として，インドネシアにおいて

知的財産事件を担当する裁判官ら 14 名に対し，

約２週間の日程で，第２回インドネシア法整備支

援本邦研修を実施した3。

第２　本研修の概要

　本研修では，①知的財産に関する事件処理，②

1 インドネシア法務人権省法規総局（日本の内閣法制局

に相当）及び同省知的財産総局（日本の特許庁に相当）。
2 法務省からは，裁判官出身者１名を含む検事２名を平

成 28 年２月からインドネシアに長期派遣中。
3 本研修の研修員は別添１，日程は別添２参照。

判決公開，③仮の処分に関する手続の３つのテー

マを設定し，これらについてそれぞれ，インドネ

シア側からの発表，日本側からのインプット講義

及び関係機関への訪問等を行った。さらに，問題

意識を深める目的で，より実践的な内容として，

商標権侵害等に関する事例研究を行った。 

１　インドネシア側発表及び日本側インプット

講義

⑴　研修員数名から，司法制度の概要，知的

財産事件を担当するために必要となる裁判

官研修（資格付与研修），事件処理の一連

の流れ，裁判例の公開等について，インド

ネシアの実情を御紹介いただいた。引き続

き，中村恭知的財産高等裁判所判事及び間
ま
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明
ぎら

宏充ＪＩＣＡ長期派遣専門家（知的財産

高等裁判所出身）から，質疑を行った上で

コメントをいただいた。

⑵　訪問等に先立って，議論や意見交換の前

提知識をインプットするために，インドネ

シア側から発表された各テーマに関して，

日本の実情を紹介する講義を行った。

　　間明専門家から日本の司法制度（主に知

的財産事件についての管轄，審級等）につ

いて，当部東尾和幸教官（裁判官出身）か

ら裁判官の事件処理能力を向上させるため

の研さん等（ＯＪＴ，司法研修所の研修，

執務資料・執務環境，裁判所調査官や専門

委員などの専門家関与等）について，当職

から判決公開の意義とアクセス方法，民事

保全制度の概要について説明した。

２　関係機関の訪問・実務関係者による講義

　上記①から③までの各テーマに応じ，関係機

関の訪問又は実務関係者による講義を行った。

いずれの訪問先や講義でも，非常に活発な質疑

が行われた。

⑴　知的財産に関する事件処理について（上

記①関係）

　司法研修所を訪問し，主に日本における裁

判官の研さんについて説明をいただいた。ま

た，知的財産高等裁判所，東京地方裁判所知

的財産権部（民事第 29 部）を訪問し，審決

取消訴訟及び侵害訴訟の各審理手続の流れに

ついてそれぞれ説明をいただき，実際に事件

を担当する裁判官との意見交換を行った。

⑵　判決公開について（上記②関係）

　最高裁判所を訪問し，最高裁判所調査官ら

から，最高裁判所の組織構成や各部局の役

割，判例集の編さん事務，最高裁判所調査官

制度やその職務の概略，判例集に掲載する判

例の選択方法や基準等について説明をいただ

いた。

　また，判例時報社を訪問し，同社の山下由

里子編集次長から，同社の業務概要，同社発

刊の「判例時報」に関し，発刊の経緯や誌面

間明専門家の講義風景

東尾教官の講義風景

講義風景②

判例時報社山下由里子編集次長（右）の

講義風景①
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構成，一連の編集工程（判例の選定方法等）

について説明をいただいた。

　さらに，末吉亙弁護士，山口裕司弁護士，

木村耕太郎弁護士，高橋淳弁護士から，知的

財産事件に関する日本弁護士連合会の研修及

び代理人からみた判決公開の重要性等につい

て説明をいただいた。

⑶　仮の処分に関する手続について（③関係）

　東京税関業務部知的財産調査官から，日本

の税関における知的財産侵害物品の水際取締

りについて説明をいただいた。

３　事例研究（講義，インドネシア側発表，意

見交換）

　中村判事から，商標の類否判断，周知性認定，

公序良俗違反の商標について説明をいただき，

これらの論点が盛り込まれた事例について検討

した。検討の際，研修員間でインドネシアの法

令を前提とした議論を行った後，中村判事，林

いづみ弁護士からコメントや日本の法令に依拠

した解説をいただき，意見交換を行った。

４　その他

　当部主催の意見交換会兼昼食会を実施し，ま

た，公益財団法人国際民商事法センター（ＩＣ

ＣＬＣ）主催の懇談会が開催された4。

第３　所感

　本研修は，インドネシア最高裁判所のみを対象

としたものとしては本プロジェクト開始後初めて

の本邦研修であった5 ため，手探りの中，間明専

門家と綿密に打ち合わせて企画し，本プロジェク

トのアドバイザリーグループ委員を務めていただ

いている中村判事や林弁護士にも御助言いただ

き，実施に至ったものである。

　インドネシアの実情については今後の更なる調

査が必要であるように感じた一方，訪問等に先

4 いずれも，ほぼ同じ日程で実施された第３回インドネ

シア法整備支援研修（インドネシア法務人権省法規総局

を対象）と共通。
5 第１回インドネシア法整備支援研修は，平成 28 年７月

に，本プロジェクトが対象とする３つの実施機関を対象

として合同で実施した。

事例検討風景①

休憩時

事例検討風景②

左からナニ裁判官，林弁護士，間明専門家，

中村判事
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ルジャパン」での研修内容を提供することができ

たと考えている。御多用のところ，講義当日だけ

でなく資料作成等で入念な御準備をしていただい

た講師の方々，訪問受入れに関わっていただいた

方々，連日長時間の通訳に御対応いただいた呼子

紀子さん，研修員の生活全般に常に気を配ってい

ただいた菊池民恵さん，その他本研修に御尽力い

ただいた全ての方々に対し，この場を借りて改め

て深く御礼を申し上げたい。今後とも，本プロジェ

クトへの更なるお力添えをいただけると大変幸い

である。

立って議論の前提となる知識のインプット講義を

行ったことが功を奏した結果か，訪問等の際には，

日本の法制度を踏まえた的確な質疑がなされ，そ

の後の意見交換も効果的で充実した内容となった

ように思う。本プロジェクトは始まって間もなく，

すぐに目に見える成果が見込まれるわけではない

が，本研修の実施がプロジェクトの目標達成に向

けた確かな一歩となったことを信じたい。

　本研修では，裁判所，弁護士会，法務省の法曹

関係者のみならず，経済産業省，さらには，民間

企業の判例時報社にも御協力を賜り，まさに「オー

ＩＣＣＬＣ主催の懇談会風景 研修員と講師
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別添２

月 曜 10:00 14:00 備考

日 12:00 17:00

10

／ 日

23

10 10：00～12：00 14：40～17：10

インドネシア側発表及び意見交換

／

24 国際協力部教官　湯川亮 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

10 10：00～12：10

インドネシア側発表（続き）及び意見交換

／

25

10 10：00～11：30

／

26 国際協力部教官　東尾和幸 司法研修所

10 10：00～12：00 14：00～17：00

／

27

国際協力部教官　湯川亮 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

10 10：00～11：30

／

28 知的財産高等裁判所

10

／

29

10

／

30

10 10：00～11：30

／

31 東京地方裁判所

11 10：00～11：45 

／

1 最高裁判所

11 10：00～12：00 15：40～17：00

質疑応答・意見交換 インドネシア側発表（事前課題）

／

2 知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11 10：00～12：10 

日本側講評・意見交換

／

3
法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11 10：00～12：00

／

4
法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11

／

5

14：00～15：45 

14：00～15：25 

14：00～17：00

12：15～13：45

講義「日本における判決公開」

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

東京税関業務部知的財産調査官　山口隆久

13：30～16：00

14：00～17：00

講義・意見交換「弁護士会における知財研修・当事者からみた知財判決の意義」

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

判例時報社判例時報編集部　山下由里子

知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮

13：15～16：15

知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮

インドネシア法整備支援第２回本邦研修日程表
[教官：湯川教官，東尾教官  事務担当：岸田専門官，伊地知統括専門官]

月

入国

JICA東京国際センター（TIC）

JICAオリエンテーション ICDオリエンテーション

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

13：30～14：15

講義「日本における民事保全制度」

知的財産高等裁判所判事　中村恭 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

知的財産高等裁判所判事　中村恭

帰国

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

桜坂法律事務所弁護士　林いづみ
知的財産高等裁判所判事　中村恭 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

桜坂法律事務所弁護士　林いづみ
知的財産高等裁判所判事　中村恭

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

インドネシア側発表（事前課題）

14：30～16：00

潮見坂綜合法律事務所弁護士　末吉亙
大野総合法律事務所弁護士　山口裕司
牛鳴坂法律事務所弁護士　木村耕太郎
TH弁護士法人・弁護士　高橋淳

知的財産高等裁判所訪問

講義「知財事件に関する日本の司法制度」

JICA長期専門家　間明宏充

司法研修所訪問

部長主催意見交換会
及び記念撮影

水

木

金

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

講義「日本における知財侵害物品の水際取締制度について｣

月

日

東京地方裁判所知的財産権部訪問

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室国際協力部教官　湯川亮

木

水

火

講義「日本の裁判所における研さんのあり方」

土

12：30～13：00

土

火
最高裁判所訪問判例時報社訪問・講義「判例時報社の業務概要等」

金

講義「日本における商標権侵害事件に関する論点」　

評価会・修了式

判例時報社

総括質疑・意見交換
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国際協力部教官　湯川亮 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

10 10：00～11：30

／

28 知的財産高等裁判所

10

／

29

10

／

30

10 10：00～11：30

／

31 東京地方裁判所

11 10：00～11：45 

／

1 最高裁判所

11 10：00～12：00 15：40～17：00

質疑応答・意見交換 インドネシア側発表（事前課題）

／

2 知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11 10：00～12：10 

日本側講評・意見交換

／

3
法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11 10：00～12：00

／

4
法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

11

／

5

14：00～15：45 

14：00～15：25 

14：00～17：00

12：15～13：45

講義「日本における判決公開」

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

東京税関業務部知的財産調査官　山口隆久

13：30～16：00

14：00～17：00

講義・意見交換「弁護士会における知財研修・当事者からみた知財判決の意義」

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

判例時報社判例時報編集部　山下由里子

知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮

13：15～16：15

知的財産高等裁判所判事　中村恭
国際協力部教官　湯川亮

インドネシア法整備支援第２回本邦研修日程表
[教官：湯川教官，東尾教官  事務担当：岸田専門官，伊地知統括専門官]

月

入国

JICA東京国際センター（TIC）

JICAオリエンテーション ICDオリエンテーション

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

13：30～14：15

講義「日本における民事保全制度」

知的財産高等裁判所判事　中村恭 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

知的財産高等裁判所判事　中村恭

帰国

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

桜坂法律事務所弁護士　林いづみ
知的財産高等裁判所判事　中村恭 法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

桜坂法律事務所弁護士　林いづみ
知的財産高等裁判所判事　中村恭

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

インドネシア側発表（事前課題）

14：30～16：00

潮見坂綜合法律事務所弁護士　末吉亙
大野総合法律事務所弁護士　山口裕司
牛鳴坂法律事務所弁護士　木村耕太郎
TH弁護士法人・弁護士　高橋淳

知的財産高等裁判所訪問

講義「知財事件に関する日本の司法制度」

JICA長期専門家　間明宏充

司法研修所訪問

部長主催意見交換会
及び記念撮影

水

木

金

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室

講義「日本における知財侵害物品の水際取締制度について｣

月

日

東京地方裁判所知的財産権部訪問

法務総合研究所赤れんが棟共用会議室国際協力部教官　湯川亮

木

水

火

講義「日本の裁判所における研さんのあり方」

土

12：30～13：00

土

火
最高裁判所訪問判例時報社訪問・講義「判例時報社の業務概要等」

金

講義「日本における商標権侵害事件に関する論点」　

評価会・修了式

判例時報社

総括質疑・意見交換

別添２
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